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図 1 学術情報公開モデル 


































































































































図 2 使用したデータ 
【(a)：アジア図像集成，(b)：あけぼの衛星の観測
データ，(c)：e-Learning 素材，(d)：第四高等学
校物理機器図録】 図 3 アジア図像集成 






















































図 4 異種コンテンツを共存させた場合のイメージ 
図 5 コミュニティとコレクションの記述例 
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図 7 Google Earthと連携した可視化の概要 
図 6 メタデータの記述形式 
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図 8 応用実装 
【(a)：あけぼの衛星の観測データ，(b)：第四高等学校物理機器図，(c)：e-Learning素材】 
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